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 平成 22 年８月 27 日付け平成 22･06･16 原第７号にて認可され，令和３年８月 20 日付け原規規発第 2108202 号，令

和４年８月 16 日付け原規規発第 2208161 号をもって変更の認可を受け，令和４年９月 30 日 RFS 発官４第８号にて変

更を届け出た設計及び工事の計画を，本補足説明資料において「既設工認」という。 
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１．目的 

本補足説明資料では，令和５年３月 28 日 RFS 発官４第 18 号にて申請した，

「使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び工事の計画の変更の認可申請書」の添

付書類のうち，金属キャスク及び貯蔵架台の耐震性について説明している「添

付 5-3-1 金属キャスクの耐震性に関する計算書」及び「添付 5-4-1 貯蔵架

台の耐震性に関する計算書」の既設工認からの変更点について説明する。 

 

２．既設工認からの変更点 

(1) 評価方法 

既設工認で用いている評価方法から変更点はない。 

 

(2) 評価箇所 

既設工認で評価を行っている評価部位から変更点はない。 

 

(3) 入力地震動 

既設工認で評価を行っている評価から新たな地震動に変更となる。 

 

３．設計用地震力 

金属キャスク及び貯蔵架台は，耐震設計上の重要度分類Ｓクラスである。

水平・鉛直それぞれの設計用地震力策定方法を示す。また既工認からの設

計震度の比較を第１表に示す。 

 

３．１ 水平方向 

求められた固有周期（Ｔ＝0.080ｓ）より，柔構造であると判断され

る。 

 (1) 基準地震動ＳＳによる地震力 

水平方向基準地震動ＳＳによる床面の水平方向設計用床応答曲線（第１

図）または，水平方向基準地震動ＳＳによる建屋の最大応答加速度の 20％

の割り増しより算出したもの（第２表）いずれか大きい方に余裕を持った

保守的な設計用地震力とする。 

(2) 弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力 

水平方向弾性設計用地震動Ｓｄによる床面の水平方向設計用床応答曲

線（第２図）または，水平方向弾性設計用地震動Ｓｄによる建屋の最大応

答加速度の 20％の割り増しより算出したもの（第３表）いずれか大きい

方を設計用地震力とする。 

(3) 静的地震力 

Ｓクラスの静的地震力（3.6Ｃi）とする。 
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３．２ 鉛直方向 

   求められた固有周期（Ｔ＝0.023ｓ）より，剛構造であると判断され

る。 

 (1) 基準地震動ＳＳによる地震力 

  鉛直方向基準地震動ＳＳによる建屋の最大応答加速度の 20％の割り増

しより算出したもの（第２表）に余裕を持った保守的な設計用地震力と

する。 

 (2) 弾性設計用地震動Ｓｄによる地震力 

鉛直方向弾性設計用地震動Ｓｄによる建屋の最大応答加速度の 20％の

割り増しより算出したもの（第３表）を設計用地震力とする。 

 (3) 静的地震力 

Ｓクラスの静的地震力（1.2Ｃｖ）とする。 

 

 

第 1 表 設計震度の比較 

設備名 設計震度 既設工認 変更申請 

金属キャスク 

基準地震動 Ss 

水平方向 1.40 変更なし 

鉛直方向 0.87 変更なし 

弾性設計用地震動Sd又

は静的地震力 

水平方向 0.72 変更なし 

鉛直方向 0.37 0.38 

貯蔵架台 

基準地震動 Ss 

水平方向 1.40 変更なし 

鉛直方向 0.87 変更なし 

弾性設計用地震動Sd又

は静的地震力 

水平方向 0.72 変更なし 

鉛直方向 0.37 0.38 
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第２表 基準地震動ＳＳ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（1／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

ＳＳ-Ａ ＳＳ-Ｂ1 ＳＳ-Ｂ2Ｈ1 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 1.21 1.36 0.71 1.35 1.39 0.41 0.49 0.54 0.47*1 

5 16.30 1.10 1.15 0.69 1.27 1.29 0.38 0.45 0.43 0.44*1 

 

第２表 基準地震動ＳＳ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（2／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

ＳＳ-Ｂ2Ｈ2 ＳＳ-Ｂ3Ｈ1 ＳＳ-Ｂ3Ｈ2 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 0.57 0.62 
－

*1 
0.60 0.79 0.50*2 0.66 0.73 

－

*2 

5 16.30 0.51 0.58 
－

*1 
0.52 0.60 0.45*2 0.63 0.61 

－

*2 

 

第２表 基準地震動ＳＳ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（3／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

ＳＳ-Ｂ4Ｈ1 ＳＳ-Ｂ4Ｈ2 ＳＳ-Ｂ5 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 0.73 0.81 － 0.87 1.02 － 1.12 1.15 0.73 

5 16.30 0.62 0.71 － 0.81 0.82 － 1.01 1.03 0.69 

*1: ＳＳ-Ｂ2の鉛直方向震度についてはＳＳ-Ｂ2Ｈ1の鉛直方向欄に記す。 

*2: ＳＳ-Ｂ3の鉛直方向震度についてはＳＳ-Ｂ3Ｈ1の鉛直方向欄に記す。 
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第３表 弾性設計用地震動Ｓｄ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（1／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

Ｓｄ-Ａ Ｓｄ-Ｂ1 Ｓｄ-Ｂ2Ｈ1 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 0.68 0.77 0.38 0.72 0.75 0.24 0.29 0.30 0.25*1 

5 16.30 0.62 0.64 0.37 0.67 0.67 0.23 0.26 0.24 0.22*1 

 

第３表 弾性設計用地震動Ｓｄ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（2／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

Ｓｄ-Ｂ2Ｈ2 Ｓｄ-Ｂ3Ｈ1 Ｓｄ-Ｂ3Ｈ2 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 0.32 0.34 
－

*1 
0.32 0.45 0.27*2 0.36 0.39 

－

*2 

5 16.30 0.28 0.32 
－

*1 
0.29 0.33 0.25*2 0.32 0.32 

－

*2 

 

第３表 弾性設計用地震動Ｓｄ設計用最大加速度（使用済燃料貯蔵建屋）（3／3） 

建
屋 

質
点
番
号 

T.P. 

(m) 

最大加速度（×9.8 m/s2）×1.2 

Ｓｄ-Ｂ4Ｈ1 Ｓｄ-Ｂ4Ｈ2 Ｓｄ-Ｂ5 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛

直 

方

向 

ＮＳ 

方向 

ＥＷ 

方向 

鉛直 

方向 

使
用
済
燃
料

貯
蔵
建
屋 

4 29.22 0.38 0.44 － 0.47 0.54 － 0.64 0.64 0.41 

5 16.30 0.35 0.38 － 0.43 0.43 － 0.56 0.57 0.38 

   *1: Ｓｄ-Ｂ2の鉛直方向震度についてはＳｄ-Ｂ2Ｈ1の鉛直方向欄に記す。 

   *2: Ｓｄ-Ｂ3の鉛直方向震度についてはＳｄ-Ｂ3Ｈ1の鉛直方向欄に記す。 
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第１図 設計用床応答曲線（基準地震動 SS） 
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第２図 設計用床応答曲線（弾性設計用地震動 Sd） 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２

Ａ）） 

 

1. 概要 

＜中略＞ 

 

 

2. 基本方針 

2.1 構造の説明 

＜中略＞ 

 

 

 

2.2 評価方針 

＜中略＞ 

 

 

 

2.3 記号の説明 

＜中略＞ 

 

 

 

2.4 数値の丸め方 

＜中略＞ 

 

 

 

3. 耐震評価箇所 

3.1 金属キャスクの耐震評価箇所 

＜中略＞ 

 

 

 
4. 固有値解析 

＜中略＞ 

添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２

Ａ）） 

 

1. 概要 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関す

る計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 1. 概要」に同じである。 

 

2. 基本方針 

2.1 構造の説明 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.1 構造の説明」に同じであ

る。 

 

2.2 評価方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.2 評価方針」に同じであ

る。 

 

2.3 記号の説明 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.3 記号の説明」に同じであ

る。 

 

2.4 数値の丸め方 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.4 数値の丸め方」に同じで

ある。 

 

3. 耐震評価箇所 

 3.1 金属キャスクの耐震評価箇所 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 3.1 金属キャスクの耐震評

価箇所」に同じである。 

 

4. 固有値解析 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 

別紙１ 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 

 

4.1 解析方針 

＜中略＞ 

 

 

 

 

5. 貯蔵架台の耐震評価 

5.1 基本方針 

＜中略＞ 

 

 

 

5.2 荷重の組合せ及び許容応力，許容荷重 

 5.2.1 荷重の種類と組合せ 

＜中略＞ 

 

 

 

 5.2.2 使用材料の許容応力 

＜中略＞ 

 

 

 

5.3 設計条件 

設計条件を第 5－10表に示す。 

 

(1)設計震度について 

金属キャスク及び貯蔵架台は，耐震設計上の重要度分類Ｓクラスである。 

a. 水平方向設計震度 

  4 章で求められた固有周期（Ｔ＝0.080ｓ）より，柔構造であると判断される。 

(a) 基準地震動ＳＳによる地震力 

「資料 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針

に基づく条件を用いて作成した水平方向基準地震動ＳＳによる床面の水平方向設

計用床応答曲線（第 5－1図）又は，水平方向基準地震動ＳＳによる建屋の最大応

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関

する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 4. 固有値解析」に同じである。 

 

 4.1 解析方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 4.1 解析方針」に同じであ

る。 

 

5. 金属キャスクの応力評価 

 5.1 基本方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.1 基本方針」に同じで

ある。 

 

 5.2 荷重の組合せ及び許容応力 

 5.2.1 荷重の種類と組合せ 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.2.1 荷重の種類と組

合せ」に同じである。 

 

 5.2.2 使用材料の許容応力 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.2.2 使用材料の

許容応力」に同じである。 

 

5.3 設計条件 

設計条件を第 5－10表に示す。 

 

(1)設計震度について 

金属キャスク及び貯蔵架台は，耐震設計上の重要度分類Ｓクラスである。 

a. 水平方向設計震度 

  4 章で求められた固有周期（Ｔ＝0.080ｓ）より，柔構造であると判断される。 

(a) 基準地震動ＳＳによる地震力 

「資料 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針

に基づく条件を用いて作成した水平方向基準地震動ＳＳによる床面の水平方向設

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更を表に反映 

 

 

SS－B5の追加に伴う変更を図に

反映 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

答加速度の 20％の割り増しより算出したものいずれか大きい方に余裕を持った保

守的な設計用地震力とする。 

(b) 弾性設計用地震動Ｓd による地震力 

「資料 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針

に基づく条件を用いて作成した水平方向弾性設計用地震動Ｓd による床面の水平

方向設計用床応答曲線（第 5－2 図）又は，水平方向弾性設計用地震動Ｓdによる

建屋の最大応答加速度の 20％の割り増しより算出したものいずれか大きい方を設

計用地震力とする。 

  

 

 

 

 

 

b. 鉛直方向設計震度 

  4 章で求められた固有周期（Ｔ＝0.023ｓ）より，剛構造であると判断される。 

 (a) 基準地震動Ｓsによる地震力 

 鉛直方向基準地震動Ｓs による建屋の最大応答加速度の 20％の割り増しより算

出したものに余裕を持った保守的な設計用地震力とする。 

 (b) 弾性設計用地震動Ｓdによる地震力 

鉛直方向弾性設計用地震動Ｓdによる建屋の最大応答加速度の 20％の割り増し 

より算出したものを設計用地震力とする。 

   (c) 静的地震力 

     Ｓクラスの静的地震力（1.2ＣＶ）とする。 

 

鉛直方向設計震度の評価結果を第 5－12表に示す。 

 

5.4 応力評価方法 

5.4.1 一次蓋，一次蓋締付けボルト，胴，底板，底部中性子遮蔽材カバー，二次蓋及び

二次蓋締付けボルト 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

計用床応答曲線（第 5－1図）又は，水平方向基準地震動ＳＳによる建屋の最大応

答加速度の 20％の割り増しより算出したものいずれか大きい方に余裕を持った保

守的な設計用地震力とする。 

(b) 弾性設計用地震動Ｓd による地震力 

「資料 5－1－5 設計用床応答曲線の作成方針」にて設定した床応答の作成方針

に基づく条件を用いて作成した水平方向弾性設計用地震動Ｓd による床面の水平

方向設計用床応答曲線（第 5－2 図）又は，水平方向弾性設計用地震動Ｓdによる

建屋の最大応答加速度の 20％の割り増しより算出したものいずれか大きい方を設

計用地震力とする。 

(c) 静的地震力 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.3 設計条件 (1)設

計震度について a. 水平方向設計震度 (c) 静的地震力」に同じである。 

 

 b. 鉛直方向設計震度 

  4 章で求められた固有周期（Ｔ＝0.023ｓ）より，剛構造であると判断される。 

 (a) 基準地震動Ｓsによる地震力 

 鉛直方向基準地震動Ｓs による建屋の最大応答加速度の 20％の割り増しより算

出したものに余裕を持った保守的な設計用地震力とする。 

 (b) 弾性設計用地震動Ｓdによる地震力 

鉛直方向弾性設計用地震動Ｓdによる建屋の最大応答加速度の 20％の割り増し 

より算出したものを設計用地震力とする。 

   (c) 静的地震力 

     Ｓクラスの静的地震力（1.2ＣＶ）とする。 

 

鉛直方向設計震度の評価結果を第 5－12表に示す。 

 

5.4 応力評価方法 

   5.4.1 一次蓋，一次蓋締付けボルト，胴，底板，底部中性子遮蔽材カバー，二次蓋

及び二次蓋締付けボルト 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐

震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.1 一次

蓋，一次蓋締付けボルト，胴，底板，底部中性子遮蔽材カバー，二次蓋及び

二次蓋締付けボルト」に同じである。 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更を図に反映 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更を表に反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

5.4.2 カバープレート及びカバープレート締付けボルト 

＜中略＞ 

 

 

 

5.4.3 底板の平均支圧応力 

＜中略＞ 

 

 

 

5.4.4 バスケット 

＜中略＞ 

   

 

 

5.4.5 下部トラニオン 

＜中略＞ 

 

 

 

 5.4.6 密封容器（ボルト）の疲労評価 

＜中略＞ 

 

 

 

5.4.7 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価 

＜中略＞ 

 

5.4.2 カバープレート及びカバープレート締付けボルト 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.2 カバープレ

ート及びカバープレート締付けボルト」に同じである。 

 

5.4.3 底板の平均支圧応力 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.3 底板の平均

支圧応力」に同じである。 

 

5.4.4 バスケット 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.4 バスケッ

ト」に同じである。 

   

5.4.5 下部トラニオン 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.5 下部トラニ

オン」に同じである。 

 

 5.4.6 密封容器（ボルト）の疲労評価 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.6 密封容器（ボル

ト）の疲労評価」に同じである。 

 

5.4.7 水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4.7 水平２方向

及び鉛直方向地震力の組合せに関する影響評価」に同じである。 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

5.5 応力評価条件 

＜中略＞ 

 

 

 

5.6 評価結果 

金属キャスクの耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足してお

り，耐震性を有することを確認した。評価結果を第 5－22 表～第 5－25 表に示す。 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として，各評価点の応力

分類における許容応力に対する計算値の裕度を第 5－26表～第 5－31 表に示す。許容

応力に対する計算値の裕度が 1.5 より大きいため，水平２方向及び鉛直方向地震力の

組合せが従来の耐震評価結果に影響を与えないことを確認した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 5.5 応力評価条件 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に

関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.5 応力評価条件」に同じ

である。 

 

5.6 評価結果 

   金属キャスクの耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足してお

り，耐震性を有することを確認した。評価結果を第 5－22 表～第 5－25 表に示す。 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として，各評価点の応力

分類における許容応力に対する計算値の裕度を第 5－26表～第 5－31 表に示す。許容

応力に対する計算値の裕度が 1.5 より大きいため，水平２方向及び鉛直方向地震力の

組合せが従来の耐震評価結果に影響を与えないことを確認した。 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更を表に反映 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 

  

 

 

 

SS－B5の追加 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 

  

 

 

 

SS－B5の追加 
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8 

 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更 
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9 

 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更 
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10 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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11 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 ＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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12 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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13 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 ＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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14 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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15 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 ＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

 

21



16 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

裕度の誤記修正 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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18 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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19 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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21 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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22 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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24 

 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

6. 金属キャスクの機能維持評価 

 ＜中略＞ 

6.1 機能維持評価方針 

 ＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 機能維持評価方法 

 ＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.3 機能維持評価条件 

 ＜中略＞ 

6. 金属キャスクの機能維持評価 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する

計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6. 金属キャスクの機能維持評価」に同

じである。 

6.1 機能維持評価方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関

する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.1 機能維持評価方針」に同じ

である。 

6.1.1 荷重の種類とその組合せ 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.1.1 荷重の種類とそ

の組合せ」に同じである。 

6.1.2 許容応力値 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.1.2 許容応力値」に

同じである。 

6.2 機能維持評価方法 

6.2.1 密封容器 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.2.1 密封容器」に同

じである。 

6.2.2 バスケット 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.2.2 バスケット」に

同じである。 

6.2.3 外筒（端板含む。） 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.2.3 外筒（端板含

む。）」に同じである。 

6.2.4 蓋部中性子遮蔽材カバー 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性

に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.2.4 蓋部中性子遮蔽

材カバー」に同じである。 

6.3 機能維持評価条件 

機能維持評価の設計震度を第 6－5 表に示す。また，外筒及び蓋部中性子遮蔽材

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

 

6.4 評価結果 

 ＜中略＞ 

 

カバーの応力評価条件を第 6－6 表及び第 6－7 表に示す。 

6.4 評価結果 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震

性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 6.4 評価結果」に

同じである。 

 

（変更なし） 
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27 

 

変更前（既設工認） 変更後 変更理由 

7. 引用文献 

    ＜中略＞ 

7. 引用文献 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関

する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ））7. 引用文献」に同じである。 

（変更なし） 
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添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 

変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２

Ａ）） 

 

1. 概要 

＜中略＞ 

 

 

2. 基本方針 

2.1 構造の説明 

＜中略＞ 

 

 

2.2 評価方針 

＜中略＞ 

 

 

2.3 記号の説明 

＜中略＞ 

 

 

2.4 数値の丸め方 

＜中略＞ 

 

 

3. 耐震評価箇所 

3.1 貯蔵架台の耐震評価箇所 

＜中略＞ 

 

 

4. 固有値解析 

＜中略＞ 

 

 

 

 

添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２

Ａ）） 

 

1. 概要 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算

書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 1. 概要」に同じである。 

 

2. 基本方針 

2.1 構造の説明 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.1 構造の説明」に同じである。 

 

2.2 評価方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.2 評価方針」に同じである。 

 

2.3 記号の説明 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.3 記号の説明」に同じである。 

 

2.4 数値の丸め方 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 2.4 数値の丸め方」に同じである。 

 

3. 耐震評価箇所 

 3.1 貯蔵架台の耐震評価箇所 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 3.1 貯蔵架台の耐震評価箇所」に同じで

ある。 

 

4. 固有値解析 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算

書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 4. 固有値解析」に同じである。 

 
 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

別紙２ 
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5. 貯蔵架台の耐震評価 

5.1 基本方針 

＜中略＞ 

 

 

5.2 荷重の組合せ及び許容応力，許容荷重 

5.2.1 荷重の種類と組合せ 

＜中略＞ 

 

 

 5.2.2 使用材料の許容応力 

＜中略＞ 

 

 

 

5.2.3 コンクリート部の許容荷重 

＜中略＞ 

 

 

 
5.3 設計条件 

＜中略＞ 

 

 

 

5.4 応力評価方法 

＜中略＞ 

 

 

5.5 応力評価条件 

＜中略＞ 

 

 

5.6 評価結果 

 

 

 

 
5. 貯蔵架台の耐震評価 

 5.1 基本方針 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計

算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.1 基本方針」に同じである。 

 

 5.2 荷重の組合せ及び許容応力，許容荷重 

 5.2.1 荷重の種類と組合せ 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する

計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.2.1 荷重の種類と組合せ」に同

じである。 

 

 5.2.2 使用材料の許容応力 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する

計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.2.2 使用材料の許容応力」に同じ

である。 

 

5.2.3 コンクリート部の許容荷重 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する

計算書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.2.3 コンクリート部の許容荷重」

に同じである。 

 

5.3 設計条件 

   設計条件を第 5－10 表に示す。 

設計震度の評価方法は，「添付 5－3－1 金属キャスクの耐震性に関する計算書（ＢＷＲ

用大型キャスク（タイプ２Ａ））」の 5.3 項と同様である。 

 

5.4 応力評価方法 

今回の申請に係る本説明は，既設工認の「添付 5－4－1 貯蔵架台の耐震性に関する計算

書（ＢＷＲ用大型キャスク（タイプ２Ａ）） 5.4 応力評価方法」に同じである。 

 

5.5 応力評価条件 

   貯蔵架台の設計震度を第 5－11 表に示す。また，貯蔵架台の各評価箇所の評価条件を

第 5－12 表から第 5－18 表に示す。 

 

5.6 評価結果 

      貯蔵架台の耐震評価結果を以下に示す。発生値は評価基準値を満足しており，耐震性を

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更を表に反映 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更を表に反映 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更を表に反映 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有することを確認した。評価結果を第 5－19 表に示す。 

水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響の確認として，各評価点の応力の種

類における許容応力に対する計算値の裕度を第 5－20 表，第 5－22 表に,コンクリート部

の許容値に対する計算値の裕度を第 5－21 表，第 5－23 表に示す。評価対象となる部位の

うち,トラニオン固定金具，コンクリート部については許容応力及び許容値に対する計算

値の裕度が 1.5 より小さくなるため，水平２方向及び鉛直方向地震力の組合せによる影響

について詳細評価を実施する。建屋の最大加速度（1.2ZPA）に対して組合せ係数法を採用

すると，水平２方向を考慮した設計震度は 1.39 となり，設計震度（1.40）に包絡され，水

平２方向及び鉛直方向地震力の組合せにより設備が有する耐震性に影響がないことを確

認した。 

 

 

 

表番号の適正化 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

 
 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う設計震度の

変更 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

39



40



8 

変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

 

 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

 

 

 

 

SS－B5の追加に伴う評価結果の

変更 

 

 

46



14 

変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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変更前（原規規発第 2208161 号にて認可） 変更後 変更理由 

＜中略＞ 

 

 

 

 

 

 

（変更なし） 
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